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再生へ
しばしお別れ…

博物館建物修復工事が
はじまります

福
井
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
旧
大
和
田
銀

行
本
店
建
物
の
修
復
工
事
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。 

　

こ
の
建
物
は
、
近
代
敦
賀
港
の
発
展
に
貢
献

し
た
大
和
田
荘
七
の
、
敦
賀
に
残
さ
れ
た
唯
一

に
し
て
最
大
の
記
念
碑
で
あ
り
、
港
町
敦
賀
の

歴
史
を
象
徴
す
る
文
化
遺
産
で
す
。
今
回
の
工

事
は
、
建
物
の
文
化
財
的
価
値
を
損
な
う
こ
と

な
く
、
市
民
の
財
産
と
し
て
未
来
に
引
き
継
ぎ

末
永
く
活
用
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

当
時
の
優
れ
た
設
計
や
技
術
が
残
っ
て
い
る

部
分
を
生
か
し
、
極
力
当
時
と
同
様
の
材
料
や

技
法
で
復
原
す
る
な
ど
、
建
設
当
初
に
よ
り
近

い
形
に
戻
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
建
物

を
き
ち
ん
と
調
べ
な
が
ら
慎
重
に
工
事
を
進
め

る
た
め
、
そ
の
期
間
は
２
年
半
に
わ
た
り
ま
す
。

　

平
成
25
・
26
年
度
は
、
建
物
そ
の
も
の
に
覆

い
を
か
け
て
、
本
格
的
な
外
壁
や
屋
上
の
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。
竣
工
か
ら
85
年
の
間
、
敦

賀
港
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
が
し
ば
し
の
間
と
は
い
え
姿
を
隠
す
こ
と
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
寂
し
い
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敦
賀
の
歴
史
や
文
化
を
広
く
発
信
で

き
る
ハ
ー
ド
と
し
て
の
博
物
館
の
休
館
も
、
観

光
や
地
域
学
習
の
上
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
建
物
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
、
そ
の
意
義
の

大
き
さ
、
重
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
大
和
田

銀
行
本
店
建
物
の
再
生
を
、
ど
う
ぞ
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

　博物館建物の修復は平成 27 年春まで
です。修復後の博物館建物の活用につい
て、皆さんの意見を広くお聞きする機会
も準備中です。
　また博物館では、休館中もイベントで
の出張展示や学校などへの出前講座を実
施しています。出前の注文は常時
お待ちしています。

　

24
年
11
月
～　

修
復
工
事
着
工

　
　
　
　
　
　
　

仮
設
間
仕
切
壁
撤
去

　
　
　
　
　
　
　

建
具
補
修

　

25
年
４
月
～　

内
部
補
修

　
　
　
　
　
　
　

外
部
足
場
設
置

　
　
　
　
　
　
　

外
壁
等
補
修
・
屋
上
防
水

　

26
年
４
月
～　

足
場
解
体

　
　
　
　
　
　
　

ド
ラ
イ
エ
リ
ア
補
修

　
　
　
　
　
　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修

　

27
年
１
月
～　

博
物
館
内
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　

展
示
工
事
・
作
業

　

27
年
度
初
夏
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

《修復工事の主なスケジュール》

博物館

ソフト事業は展開中！

問合せ先　市立博物館　☎ 25 － 7033

　敦賀駅のバリアフリー化は、「高齢者、障害者
等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づ
き、ＪＲ西日本金沢支社が事業主体となり、国・
県・市が補助を行い整備を進めてきました。
　工事は、平成22年10月に着手し、約２年間の
期間を経て完了します。
　これまでの地下通路とあわせ、改札口から各ホー
ムへは新たにこ線橋が整備され、高齢者や障がい
者をはじめ、あらゆる人が利用しやすいようにエ
レベーターやエスカレーターも設置されます。

問合せ先　駅周辺整備課
　　　　　☎22－8242

【主な整備内容】
エレベーター４基、エスカレーター５基、誘導タイルブロック、
点字案内板、音声誘導案内、新設こ線橋（幅４ｍ）など

～12月16日供用開始～

敦賀駅バリアフリー工事が完成しますinformation

～市長への提案メール～

たくさんのご提案
ありがとうございました。
　6 月に募集した「市長への提案メール」では、市民の皆さんから数
多くのご提案（219 通）をいただき、ありがとうございました。提案は、
市長が自ら目を通し、市民の皆さんの生の声として市政の運営の参考
にしてまいります。今後も、皆さんの声を大切にしながら各施策に取
り組んでいきますので、なお一層のご協力をお願いします。
　ここでは、いただいたご提案から多かったものを紹介します。

市民福祉会館について

　　　 市民福祉会館は、経年によって会館の老朽化が
　　　 著しいことや利用者が年々減少しています。
　このことから、今年度、高齢者や身体障がい者など
の代表の方々および公募による市民の方など幅広い各
階層から構成する市民福祉会館管理運営検討委員会を
設置し、会館の管理運営のあり方について協議・検討
することとなりました。
　今後、委員会の中でご意見とご審議をいただき、費
用対効果を含めた運営方法等の見直しを検討していき
たいと考えております。

A
Q

問合せ先　秘書広報課　☎２２－８１７２

　市では市民の皆さんからの
ご提案やご意見をお聞きする
ため、市民提案箱「アクセス 21」を公民館や公
共施設など 13カ所に設置しています。またＦＡ
Ｘや市ホームページからもアクセス 21がご利用
できます。
【公序良俗に反するものや誹謗・中傷は除きます】

皆さんのご意見を
引き続き募集しています

市役所１階市政情報コーナーにて、
いただいたご提案を掲示しています。
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　きらめきみなと館イベントホールとその周辺および金ヶ崎緑
地でつるが観光物産フェアが開催され、県内外から大勢の人が
集まりました。全国のふるさと自慢市として、旬の味覚や伝統
に育まれた特産品が数多く出展。中でも、１日限定 500 食販
売の敦賀ふぐ鍋には長蛇の列ができ、初日１番に味わったご夫
婦は、販売開始の１時間前から並ばれたそうです。２日間で来
場者は約 51,000 人にものぼりました。

たくさんの人たちで賑わう会場

各地の自慢の品が集結！
10 月 27・28 日　つるが観光物産フェア 2012

粟
野
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所

　

10
月
29
日
㈪
に
敦
賀
市
粟
野
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
し
た
。
地

域
や
家
庭
に
お
け
る
、
よ
り
よ
い
子
育

て
環
境
を
作
る
た
め
、
子
育
て
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

建
物
は
旧
新
和
保
育
園
（
新
和
町
１

丁
目
３
ー
10
）
を
整
備
改
修
し
た
２
階

建
て
で
、
延
面
積
は
６
９
６
㎡
。
月
曜

～
金
曜
日
は
８
時
30
分
～
17
時
30
分
ま

で
、
土
曜
日
は
12
時
30
分
ま
で
開
所
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て
に
関
す
る
相

談
・
援
助
・
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
親
子
が
自
由
に
集
い
、
交
流
で

き
る
場
の
提
供
や
、
発
達
に
気
が
か
り

な
面
の
あ
る
子
ど
も
の
支
援
、
子
育
て

に
関
す
る
サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
支
援
も

行
い
ま
す
。

TOPICS

センターで行われた開所式の様子

交
通
安
全
功
労
、
防
犯
功
労

森も

り

た田 

吉よ

し

じ二
（
大
比
田
）

　

平
成
６
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
の
長

き
に
亘
り
、
敦
賀
市
交
通
指
導
員
と
し

て
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
や
高
齢
者
へ

の
交
通
安
全
教
室
の
開
催
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、
東
浦
交
通
指
導
員

会
会
長
、
敦
賀
市
交
通
指
導
員
連
合
会

会
長
と
し
て
交
通
安
全
活
動
の
普
及
に

多
大
な
御
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敦
賀
市
防
犯
隊
副
隊
長
と

し
て
市
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
も
大
い
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

福
祉
功
労

平ひ
ら
や
ま山 

秀ひ

で

お雄
（
相
生
町
）

　

平
成
元
年
に
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
会
さ
れ
て
以
来
、
高
齢
者
学
級
の
企

画
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り

組
ま
れ
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
に
大
い
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
北
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
に
就
任
さ
れ
、
地
区
組
織
の
充
実

強
化
に
情
熱
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
敦
賀

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、
さ
ら
に

は
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

と
し
て
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
運
営
と
会
務
の
遂
行
に
努
め
ら

れ
、
本
市
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
御
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
功
労

中な
か
む
ら村 

秀ひ

で

お男

（
清
水
町
２
丁
目
） 　

昭
和
34
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
長

き
に
亘
り
、
敦
賀
商
工
会
議
所
に
勤
め

ら
れ
、
職
員
さ
ら
に
は
役
員
と
し
て
本

市
の
産
業
基
盤
の
整
備
及
び
地
域
経
済

の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
労
働
保
険
事
務
組
合
連

合
会
副
会
長
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
公

職
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
幅
広
い
活
動
に

よ
り
本
市
の
商
工
業
の
発
展
に
多
大
な

御
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
功
労

籠か
ご 

正ま
さ
よ
し義（

金
山
） 　

平
成
15
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
敦
賀

市
教
育
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
こ

の
間
２
度
に
亘
り
委
員
長
と
し
て
、
学

校
教
育
、
社
会
教
育
、
学
術
及
び
文
化

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
在

任
中
に
は
、
小
中
学
校
の
２
学
期
制
完

全
実
施
や
教
育
施
設
の
耐
震
化
等
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
教
育
水
準
の
維

持
向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市

政
の
発
展
に
多
大
な
御
貢
献
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

消
防
防
犯
功
労

保ぼ

は

な花 

政ま
さ
は
る春（櫛

川
）

　

昭
和
43
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
長

き
に
亘
り
、
敦
賀
市
消
防
団
団
員
、
敦

賀
美
方
消
防
組
合
敦
賀
消
防
団
団
員
さ

ら
に
は
副
団
長
、
団
長
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
間
、
消
防
鳶
隊
「
つ
る
が
鳶
」
の

結
成
や
女
性
消
防
団
員
任
用
に
向
け
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
活
動

に
多
大
な
御
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敦
賀
市
防
犯
隊
隊
長
と
し
て

市
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
も
大
い
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
政
功
労
者
表
彰

市
政
功
労
者
表
彰

あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。〈秘書広報課　☎ 22 ー 8112〉 街角スケッチ街角スケッチ街角スケッチ

　鉄道の日であるこの日、JR 西日本敦賀地域鉄道部は、車両の
検査・修理を行う「敦賀車両管理室」をＪＲになって初めて一般
に公開しました。トワイライトエクスプレスの電気機関車をはじ
め、681 系特急車両やラッセル車など７種類の車両が展示。全国
から鉄道ファン約 3,000 人が駆けつけ、カメラを手に思い思いの
写真を撮っていました。また抽選による 681 系運転台の見学も行
われ、実際の運転席に座って喜ぶ子どもの姿がみられました。

トワイライトエクスプレスの電気機関車を囲む鉄道ファン

鉄道ファン 敦賀へ集結
10 月 14 日　敦賀車両管理室一般公開

ユダヤ人の上陸の位置に足跡をつけました

　金ヶ崎緑地で「敦賀・鉄道と港」まちづくり実行委員会によ
る「歴史研修会Vol.2～敦賀みなとを復元しよう～」が行われま
した。２回目の今回は、実行委員会が作成した「金ヶ崎周辺復
元地図」を基に、敦賀港が最も栄えた時代の歴史やエピソード
を学びながら、明治後期から昭和初期の敦賀港駅や桟橋などの
位置を実際に現地で確認しました。また命のビザで上陸したユ
ダヤ人が降り立った場所の推察も行われ、参加者は往時の雰囲
気を感じていました。

往時に思いをはせて
10 月 20 日　「敦賀・鉄道と港」歴史研修会

昔ながらの脱穀体験に挑戦

　７月にラムサール条約湿地に登録された中池見湿地で、Ｎ
ＰＯ法人中池見ねっと主催の「中池見秋まつり」が行われま
した。中池見で収穫したお米や野菜などを使ったお食事会や、
オカリナと尺八によるコンサートが行われ、集まった市民の
方々は自然の中で憩いのひと時をすごしました。また、昔な
がらの器具を使った脱穀体験なども行われ、参加者は手作業
の収穫体験を満喫しました。

中池見で秋を感じる
10 月 14 日　中池見秋まつり


